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設問 01 今日
、、

のユーロ・ドルの外国為替市場の終値が、€1=＄αで、昨日
、、

の終値よりもβ（β＞0）ドルのドル高だったとすると、昨日
、、

の終値は、い

くらになるか。€1=＄〔   〕でそれを表記したときの〔   〕に入る適切な式を下の選択肢から選び、記号で解答しなさい。

〔選択肢〕

(a) α－β、(b) α×β、(c) α÷β、(d) α＋β 解答欄⇒〔  (d)  〕

設問 02 $1=¥120、€1=$3、￡1=€2 であれば、1440 円は何ポンドか。 解答欄⇒〔  2 〕

設問 03 下の表の各レートについて、行単位で左右を比較した場合、左のレートが右のレートよりも円高なのはどれか。一つを選んで記号で

解答欄に記入しなさい。 解答欄⇒〔 (a)  〕

記号 左 右

(a) \1000=金 30 グラム \2000=金 30 グラム

(b) ￡2=\200 ￡3=\120

(c) $1=\130 $1=\120

(d) RMB2=\30 RMB3=\30

設問 04 すべての国の経常収支を合計すると、理論上はゼロとなる。その説明文として最も適切なものはどれか、選択肢から一つ選び、記

号で解答しなさい。 解答欄⇒〔  (b)  〕

〔選択肢〕

(a) 輸出のデータは貿易収支に記録されるが、輸出に伴う輸送の取引はサービス収支に記録されるから。

(b) たとえば、ある国にとっての輸出は、他の国にとっては輸入だから。

(c) 国際収支統計はフロー統計なので、経常収支のデータが残高として相手国に蓄積されることがないから。

(d) 国際収支統計は複式簿記の原理で作成されていて、たとえばある国の輸出については、同額が金融収支の「その他収支」にも記録さ

れるから。

設問 05 下の選択肢 (a) 以下の各取引の中で、日本の国際収支の経常収支に理論上分類されるものはどれか、記号で解答しなさい。ただ

し、各取引に伴って生じる民間銀行経由の代金決済を除いて、本来の取引そのものについて考えること（正解は一つだけとは限らない）。

〔選択肢〕 解答欄⇒〔 (a)(c)(d) 〕
(
(a) 地震が起きた外国に対して、日本人が、義援金を送金した。

(b) 日本銀行が、東京外国為替市場で円売り・ドル買い介入をした。

(c) 日本からの旅行者がアメリカを旅行して帰国した。

(d) 日本の企業が、中国の子会社が挙げた収益を回収した。

(e) アメリカの投資家が、日本企業発行の株を購入した。

設問 06 船積書類の内容として 1～5 から三つを選んだときに、最も適切な組合せはどれか。下の選択肢から一つ選び、番号で解答しなさい。

1. 送り状、  2. 為替手形、  3. 信用状、  4. 船荷証券、  5. 保険証券 解答欄⇒〔  (f)  〕

〔選択肢〕

(a) 2 と 3 と 5、  (b) 2 と 4 と 5、  (c) 3 と 4 と 5、(d) 4 と 3 と 2、  (e) 1 と 2 と 4、  (f) 1 と 4 と 5

設問 07 貿易収支の赤字が長期で続く国では、外貨準備が減少する傾向がある。その理由を説明した文として最も適切なものは、以下のどれか。

選択肢から一つ選び記号で解答しなさい。 解答欄⇒〔  (c)  〕

〔選択肢〕

(a) 貿易収支の赤字が長期で続いているということは、財の輸入額が輸出額を上回っている、つまり海外から財を受け取る数より引き渡す数の

方が少ないといえる。受け取る数の方が多くなれば、決算するときにその分相手の国に支払う代金が増加し、それに伴い民間銀行が保有す

る外貨建ての資産も減少することになるため。

(b) 成長を見込んで大量の資本流入があると、金融収支も黒字となるため、その国の為替市場には、大量に流入する外貨を売る民間銀行が多

い状態になるため。

(c) 外貨の支払いのための外貨買い・自国貨売りが為替市場で多くなることに対して、通貨当局が外貨売りの介入をすることがあるため。

(d) そうした国では、輸出による外貨の受取りが、輸入による外貨の支払いよりも多くなる。その結果、その国の外国為替市場で外貨売り・自国

貨買いが、外貨買い・自国貨売りよりも多くなり、外貨を売りたい銀行としては、買い手が見つからずに、外貨を安くして出会いを付けようとす

る。それに対して、中央銀行がときおり、外貨買い・自国貨売りの市場介入をするから。



2023 年度 1学期
☐問題用紙

☐解答用紙

☑問題兼解答用紙

☐その他（     ）

☐片面印刷

☑両面印刷（上下同）

☐両面印刷（上下逆）

☐綴り

( )枚
【解答用紙の種類】

☐別途答案用紙 ☐罫線答案用紙

☐マークシート ☐PC 等
2 / 2

科

目

名
国際金融論

読

替

名
国際金融論Ⅰ

担

当

者
前田 淳

試

験

日   
2023/8/3 木曜 6 時限

※解答は、すべて各所定の解答欄に記入すること。配点は、設問 12 が 25 点、他が各 7 点、合計の上限 100 点。

着席番号

―
学部学科 学籍

番号

氏

名

評

点

（↓学籍番号と氏名をこのすぐ下にも、必ず記入してください。※記入なき場合には、採点されない場合があります。）

学籍番号：                         氏名：                           

設問 08 中国の外貨準備（ドルまたはユーロ）が減少するケースは、以下のどれか。記号で答えなさい（正解は一つとは限らない）。

〔選択肢〕 解答欄⇒〔  (b)  〕

(a) 人民元の減価を嫌って、通貨当局がユーロの買介入をしたとき。

(b) 人民元の減価を嫌って、通貨当局がドルの売介入をしたとき。

(c) 人民元の増価を嫌って、通貨当局が人民元の買介入をしたとき。

(d) 人民元の増価を嫌って、通貨当局が人民元の売介入をしたとき。

(e) 人民元の増価を嫌って、通貨当局がユーロの買介入をしたとき。

(f) 人民元の増価を嫌って、通貨当局がドルの売介入をしたとき。

設問 09 購買力平価説の説明として、正しいものはどれか。下の選択肢から一つ選び、記号で解答しなさい。

〔選択肢〕 解答欄⇒〔  (b)  〕

(a) 購買力平価説によると、物価が高くなった国の通貨のレートは、値上がりもしないし値下がりもしない。

(b) 1000 円を持っている人にとって、アメリカでも日本でも同一の財を同じ値段で買えるような為替レートは、購買力平価と等しいといえる。

(c) 日本である財の価格が 400 円、アメリカで 2 ドルであれば、この財の購買力平価は $1=¥800 である。

(d) 購買力平価説とは、二つの国の間で同一の財の値段が等しくならないように、為替レートが平均するように調整されることである。

設問 10 円安が日本経済に与える影響を説明した下の各文について、理論的に考えた場合、適切な文はどれか。記号で解答しなさい（適切な文

は、一つとは限らない）。 解答欄⇒〔 (a)(b)(d) 〕

(a) 円安は、日本企業が海外で挙げた収益を円に換算する数値を大きくするので、グローバル展開をしている企業にとっては決算にとって有利で

ある。

(b) 円安は、外国から日本へのインバウンド・ツーリズムを増やす。

(c) 円安は、日本から輸出される財の外国での販売価格を高くする要因となりうる。

(d) 円安は、日本の輸入物価を高くする要因となりうる。

(e) 円安は、日本の労賃の水準を外国に比べてより高くするので、日本企業の対外直接投資を促す要因となりうる。

設問 11 日米について、基準時と現時点の実際の為替レート、および、その間の物価（指数）の変化が下の表のとき、相対的購買力平価と実質為

替レートを示す式として、正しいものはどれか。選択肢から一つ選び、記号で解答しなさい。 解答欄⇒〔  (e)  〕

基準時 現在

為替レート $1=\ E1 $1=\ E2

アメリカの物価 100 104

日本の物価 100 98

〔選択肢〕

(a) 相対的購買力平価：E1✕(1-2)／(1+4)、  実質為替レート：E2✕(1+4)／(1-2)
(b) 相対的購買力平価：E2✕(1-2)／(1+4)、  実質為替レート：E1✕(1+4)／(1-2)
(c) 相対的購買力平価：E1✕0.02／1.04、  実質為替レート：E2✕1.04／0.02
(d) 相対的購買力平価：E2✕0.02／1.04、  実質為替レート：E1✕1.04／0.02
(e) 相対的購買力平価：E1✕0.98／1.04、  実質為替レート：E2✕1.04／0.98
(f) 相対的購買力平価：E2✕0.98／1.04、  実質為替レート：E1✕1.04／0.98

設問 12 対外直接投資はどのような要因で増加するのか、文章で簡潔に説明しなさい。

〔解答欄〕


